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 日 時：平成 22 年 8 月 10 日  午前 9 時 30 分から午後 0 時 20 分 

場 所：丸山公民館 大会議室 

参加者：18 名（別紙 参加者名簿のとおり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発起人代表及び市長あいさつの後、千葉工業大学 鎌田教授により、市民協働による地域づく

りと題した講話が行われた。その後、市より地域づくり協議会の概要を説明した。 

 ５．懇談会形式での話し合いでは、地域の宝について話し合う班（１・２班）と地域の課題につい

て話し合う班（３班）に分かれワークショップ形式での話し合いが行われた。 

 

 

・市の重要施策として、市民の皆さんと協働のまちづくりを進めている。 

・地域づくり協議会をつくる以前にも、行政区を始め自発的な活動があ

ったが、その活動も近年、縮小傾向にある。 

・地域をよくする原動力は、市民力。行政も市民の方といっしょになって、

柔軟性のある地域づくりの機能をつくっていきたい。 

 

 

・全国的な地方の課題として 

   

 などがある。 
地域のよさを活かしきれない 

少子高齢化 ｺﾐｭﾆﾃｨの崩壊 担い手の不足 

●市民協働による地域づくり（鎌田教授） 

●市長あいさつ 

■会議の概要 

■開催内容 

 

１．開  会 

２．あいさつ 

  ① 発起人代表あいさつ 

  ② 市長あいさつ 

３．市民協働による地域づくり 

（千葉工業大学 鎌田元弘教授） 

４．地域づくり協議会の概要説明（南房総市） 

５．懇談会形式での話し合い（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ） 

６．その他 

  ・次回会議について 

７．閉  会 

発起人代表あいさつ 

：鈴木行政連絡委員会長 
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 日 時：平成 22 年 8 月 10 日  午前 9 時 30 分から午後 0 時 20 分 

場 所：丸山公民館 大会議室 

参加者：18 名（別紙 参加者名簿のとおり） 

・行政としては、市民のニーズに対応できない、予算や人材を投入できないといった課題があ

る。 

・地方分権改革でいろいろなことが行われているが、その目玉が『協働』 

・協働とは、 

 
  ⇒これからは、住民が同じ方向を見るようにすることは、もちろん。 

    違う方向を見ている住民も活かすことが必要になってきた。 

  基本として…自助・共助・公助を考えてほしい。行政じゃなくてはできないことは 

意外と少ない。 

 

・協働の効果 

 一番は、参加していて喜びや感動があること。 

                   参加者の喜びや感動を積み重ねた結果。行政改革につながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

住んでいてよかったと思える南房総市を実現するために 

 お互いの特性や能力を持ち寄って、連携協力すること。 

 

・市民と市民が連携して事業を行うことがポイント！ 

・これまでの行政区の活動に加え、市民の持ち味を活かした取り組みを！ 

・従来の会議形式では、みんなの意見が出ない。 

 現場を見て、みんなで話し合い、共有していくことで、意外な発見やアイデアが生まれる。 

 

自分たちの集落や、地区内の共同作業だけでなく、 

視野を広げて、南房総市全体の地域課題の解決のため 

力を合わせて『協働』で解決しよう！ 

得意分野を活かすというＮＰＯの

特性や、活動分野を参考に 
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 日 時：平成 22 年 8 月 10 日  午前 9 時 30 分から午後 0 時 20 分 

場 所：丸山公民館 大会議室 

参加者：18 名（別紙 参加者名簿のとおり） 

 

 

【模造紙の内容】 

 

「「「「自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの“ まちまちまちまち” をををを、、、、トンボトンボトンボトンボのののの目目目目でででで見見見見てみようてみようてみようてみよう！」！」！」！」

2010年8月10日(火曜日)
第1回『丸山地域を考える会』／9時30分～12時30分

参加者
・稲葉 正義 様 ・松田 浩嗣 様
・真田 美佐子 様
・尾形 茂 様 ・尾形 弘雄 様

なつかしいなつかしいなつかしいなつかしい農村農村農村農村のののの風景風景風景風景
�農村の風景が美しい（風車、田）
（サナダ）
�農業がさかん（稲葉）
�農地が広い（稲葉）
�風車とローズマリーの植えこみ
がある（松田）
�ホタルのいる風景（サナダ）
�里山の機能が残っている（H.O）

観光農業観光農業観光農業観光農業がががが出来出来出来出来るるるる
�観光農業ができる（イチゴ、花）（サナダ）

酪農発祥酪農発祥酪農発祥酪農発祥のののの地地地地
�酪農発祥の地

名勝名勝名勝名勝をめぐるをめぐるをめぐるをめぐるハイキングハイキングハイキングハイキング
コースコースコースコースがががが多多多多いいいい
�経塚山ハイキング道（オガ）
�嶺岡牧とハイキング道（オガ）
�石堂寺ハイキング道（オガ）
�ローズマリー公園とハイキング
（オガ）

住住住住みよいみよいみよいみよい気候気候気候気候
�すみよい気候（H.O）

移住者移住者移住者移住者がががが増加増加増加増加
�外からの転居者が多くなって
きた（松田）

人人人人がががが良良良良いいいい
�人（人情）が特徴的である（H.O）
�決まった事に対しては協力的（松田）

スポーツスポーツスポーツスポーツ人口人口人口人口がががが多多多多いいいい
�スポーツ人口が多い（稲葉）

国道国道国道国道がががが２２２２本通本通本通本通っているっているっているっている 与与与与えられたものえられたものえられたものえられたもの
にににに集中力集中力集中力集中力がががが高高高高いいいい

個人個人個人個人ののののレベルレベルレベルレベルがががが高高高高いいいい

老人老人老人老人にににに
があるがあるがあるがある

パワーパワーパワーパワー

１１１１班班班班１１１１班班班班

お世話役： 吉田（和）、東條  

  

【発表】 

  

 

 【鎌田教授からのコメント】 

・ワークショップは、ラベルに上がってきたことだけでなく、話し合っている最中のプロセスも大事。 

・この班は、支援員ががんばった分、話し合いの時間が出来た。その時に話し合われたことも模

造紙の中に、載せられるともっとよかった。 

◆１班 

●懇談会形式での話し合い（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ） 

・丸山は、農業中心。 

・最近、ほたるが発生するなど、懐かしい農

村の風景があり、農業が盛ん。 

・里山や林道も整っている。 

・老人のパワーや、名所・史跡もありハイキン

グに活かされている。 

・人がよいことがすべてのベースになってい

る。（最初は人見知りするが、付き合えばい

い人が多い） 
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【模造紙の内容】 

 

きれいなきれいなきれいなきれいな砂浜砂浜砂浜砂浜とととと河口河口河口河口
のののの景観景観景観景観

�狭いながらも海があり砂浜がある
地区 (明)

�きれいな砂浜がある (Ake)
�手つかずで残っている三嶋海岸

と丸山川の河口風景 (根本)

丸小学校丸小学校丸小学校丸小学校あとあとあとあと地地地地
をををを活活活活かそうかそうかそうかそう！！！！

�丸小あと地の再活用により
活性かをめざす (金井)

景観景観景観景観 産業産業産業産業

丸山丸山丸山丸山ののののシンボルシンボルシンボルシンボル
風車風車風車風車ととととローズマリーローズマリーローズマリーローズマリー公園公園公園公園

�丸山地区の認知度 ローズマ
リー公園 風車とローズマリー

(Ake)
�風車がすてき (ヒ)
�ローズマリー公園がある (ヒ)

歴史歴史歴史歴史とととと文化財文化財文化財文化財のののの
石堂寺石堂寺石堂寺石堂寺

�石堂寺を活かしていく
(金井)

おいしいおおいしいおおいしいおおいしいお米米米米・・・・
多品種多品種多品種多品種のののの野菜野菜野菜野菜・・・・花花花花があるがあるがあるがある

�多品種の農業生産品（野菜・花が
ある (Ake)

�おいしいお米がたくさんとれる (ゆ)
�各地区ごとで商品づくりをしている

(Ake)

田園風景田園風景田園風景田園風景をををを活活活活かそうかそうかそうかそう！！！！
大井大井大井大井のののの棚田棚田棚田棚田などなどなどなど

�大井地区 棚田 ()
�見ていると心が落ち着く

田園風景 (ゆ)
�冬枯れ（かれすすき）の耕

作放棄地が大好き (根本)

国道国道国道国道がががが２２２２本本本本あるあるあるある
�国道が２本も通っている

(鈴木)

温暖温暖温暖温暖なななな地区地区地区地区でででで
住住住住みよいみよいみよいみよい所所所所

�温暖な地区で住みよいとこ
ろである (明)

自然環境自然環境自然環境自然環境がががが良好良好良好良好
�台風や災害の被害があまり

無い地区である (明)
�収入源があれば生活最適

暮らしやすい(根本)

歩歩歩歩きやすいきやすいきやすいきやすい里山里山里山里山があるがあるがあるがある
�登りやすい低山と林道が多

くあること (根本)
�里山がある ローズマリー公

園 (行縄)
�人が入っていける里山があ

る (Ake)

新新新新しくてしくてしくてしくて立派立派立派立派なななな中学校中学校中学校中学校
�新しい中学校が立派 (ヒ)

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションのののの
とれているとれているとれているとれている丸山丸山丸山丸山

�近所づきあい (行縄)
�人情が厚い (行縄)

人人人人
シルバーパワーシルバーパワーシルバーパワーシルバーパワーのののの

活用活用活用活用できるできるできるできる場所場所場所場所づくりづくりづくりづくり
�元気で生涯現役なお年寄り

が多い (ゆ)
�リタイヤした人材の活用 協

力ができるシステムづくりが
できれば (金井)

�知性というか教養というか
古くからの住民の方がすば
らしいと感じています (根本)

�よそからの流入人口が多い
(鈴木) 2010.8.10 第第第第１１１１回回回回 丸山地域丸山地域丸山地域丸山地域づくりをづくりをづくりをづくりを考考考考えるえるえるえる会会会会

参加者：鈴木(明)、行縄、根本、
鈴木(嘉)、尾形(明)、金井

お世話役：結縄、平野

 

  

【発表】 

  

 

【鎌田教授からのコメント】 

・くくりの言葉をみんなでやりとりをしながら考えていたのがとてもよかった。 

・「おいしい」とか「きれい」「新しくて立派な」とか思いのこもった、くくりの言葉になっていた。 

・みんなで考え、議論できていた班だと思う。宝を見つけるだけでなく、その宝をどう磨いていくか

まで、話されていた。 

◆２班 

・話し合われたことを大きくわけると、景観、人材、

産業という分類。 

 結果として、丸山は、すばらしい。 

・産業面では、いろいろな野菜やお花がとれるの

で、景観農業なども考えられるのでは？ 

 

・田園風景、これからできる廃校、歴史と文化の石

堂寺、国道４１０号などを活かしていきたい。 
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場 所：丸山公民館 大会議室 
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【模造紙の内容】 

 

「「「「自分自分自分自分たちのまちをたちのまちをたちのまちをたちのまちを トンボトンボトンボトンボのののの目目目目でででで見見見見てみようてみようてみようてみよう！」！」！」！」
～～～～ 地域地域地域地域のののの課題課題課題課題（（（（ ちょっとちょっとちょっとちょっと困困困困ったったったった、、、、 これからこれからこれからこれから不安不安不安不安 ））））をををを考考考考えるえるえるえる ～～～～

地域地域地域地域にににに於於於於いていていていて住民相互住民相互住民相互住民相互のののの
交換交換交換交換
（（（（意見意見意見意見））））のののの機会機会機会機会がががが少少少少ないないないない。。。。
・・・・本音本音本音本音でのでのでのでの意見交換意見交換意見交換意見交換がしずらいがしずらいがしずらいがしずらい
住民住民住民住民どうしのどうしのどうしのどうしの助助助助けけけけ合合合合いがないいがないいがないいがない

高齢者高齢者高齢者高齢者のののの身身身身のののの回回回回りのりのりのりの管理管理管理管理やややや
地域地域地域地域のののの情報情報情報情報、、、、よりどころがないよりどころがないよりどころがないよりどころがない
・・・・生垣生垣生垣生垣のののの管理高齢者管理高齢者管理高齢者管理高齢者（Ｋ）（Ｋ）（Ｋ）（Ｋ）
・・・・少子高齢化少子高齢化少子高齢化少子高齢化ののののカバーカバーカバーカバー（（（（補足補足補足補足））））
サポートサポートサポートサポートのののの進行度進行度進行度進行度？（？（？（？（追追追追いつくかいつくかいつくかいつくか？）（ＫＨ）？）（ＫＨ）？）（ＫＨ）？）（ＫＨ）
・・・・高齢者世帯高齢者世帯高齢者世帯高齢者世帯がががが多多多多くなってきているくなってきているくなってきているくなってきている（Ｈ）（Ｈ）（Ｈ）（Ｈ）
・・・・高齢者高齢者高齢者高齢者のののの憩憩憩憩いのいのいのいの場場場場はははは考考考考えられないかえられないかえられないかえられないか（（（（利利利利））））
・・・・地区内地区内地区内地区内でのでのでのでの情報情報情報情報がががが共有共有共有共有できないできないできないできない（（（（渡登渡登渡登渡登））））
・・・・どこへどこへどこへどこへ聞聞聞聞いたらいたらいたらいたら良良良良いのかいのかいのかいのか？？？？わからないがわからないがわからないがわからないが
・・・・みどりみどりみどりみどり豊豊豊豊かかかか？？？？雑草雑草雑草雑草だらけだらけだらけだらけ

住民住民住民住民のののの交通面交通面交通面交通面がががが少少少少しでもしでもしでもしでも
便利便利便利便利になるようにになるようにになるようにになるように
・・・・高齢者高齢者高齢者高齢者のののの買買買買いいいい物物物物、、、、通院通院通院通院、、、、役所役所役所役所へのへのへのへの
諸届等諸届等諸届等諸届等のののの足足足足のののの不便不便不便不便はははは解決解決解決解決してあげらしてあげらしてあげらしてあげら
れないかれないかれないかれないか（（（（利利利利））））
・・・・公共交通公共交通公共交通公共交通のののの実情実情実情実情にににに沿沿沿沿ったありったありったありったあり方方方方
・・・・交通交通交通交通のののの便便便便がががが良良良良くないくないくないくない
・・・・市内巡回市内巡回市内巡回市内巡回バスバスバスバスののののコースコースコースコースにににに遠遠遠遠いこといこといこといこと
（（（（老人老人老人老人になったときになったときになったときになったとき心配心配心配心配のののの種種種種））））(和和和和））））

・・・・交通交通交通交通のののの便便便便がががが悪悪悪悪いいいい（Ｈ）（Ｈ）（Ｈ）（Ｈ）
市民市民市民市民バスバスバスバスのののの路線路線路線路線のののの拡大拡大拡大拡大
おおおお金金金金がかかるがかかるがかかるがかかる。。。。

観光観光観光観光のののの面面面面からからからから考考考考えたいえたいえたいえたい
（（（（地域地域地域地域ののののポイントポイントポイントポイントとなるとなるとなるとなる場所場所場所場所））））
・・・・地域地域地域地域ののののポイントポイントポイントポイントとなるとなるとなるとなる場所場所場所場所のつなのつなのつなのつな
がりががりががりががりが少少少少ないないないない。。。。
（（（（観光観光観光観光というというというという面面面面でのでのでのでの考慮考慮考慮考慮））））

川川川川がががが便利便利便利便利ななななゴミゴミゴミゴミ箱箱箱箱になってになってになってになって
いるいるいるいる
・・・・川川川川がががが便利便利便利便利ななななゴミゴミゴミゴミ箱箱箱箱になっているになっているになっているになっている
（Ｋ）（Ｋ）（Ｋ）（Ｋ）
美化精神美化精神美化精神美化精神がががが無無無無いいいい
モラルモラルモラルモラルがががが無無無無いいいい

ちょっとではないちょっとではないちょっとではないちょっとではない！！！！！！！！

商店商店商店商店がががが少少少少ないないないない
・・・・商店商店商店商店がががが少少少少ないないないない（（（（遠遠遠遠いいいい）（Ｈ））（Ｈ））（Ｈ））（Ｈ）

住民住民住民住民のののの働働働働くくくく場場場場やややや機会機会機会機会がががが少少少少ないないないない
・・・・少額少額少額少額でもでもでもでも何何何何らかのらかのらかのらかの収入収入収入収入
になるになるになるになる方法方法方法方法のののの（（（（生生生生きがいきがいきがいきがい））））方向方向方向方向はははは（ＫＨ）（ＫＨ）（ＫＨ）（ＫＨ）
・・・・若者若者若者若者のののの働働働働くくくく場所場所場所場所がががが少少少少ないないないない
雇用雇用雇用雇用のののの場場場場がががが少少少少ないないないない。。。。

中心中心中心中心となるとなるとなるとなる所所所所がないがないがないがない
丸山地域丸山地域丸山地域丸山地域にはにはにはには中心中心中心中心となとなとなとな
るところがないるところがないるところがないるところがない

近近近近くにくにくにくに医院医院医院医院がほしいがほしいがほしいがほしい
・・・・医院医院医院医院がほしいがほしいがほしいがほしい

経営経営経営経営がががが維持維持維持維持できないできないできないできない

３３３３班班班班

第第第第１１１１回回回回 丸山地域丸山地域丸山地域丸山地域づくりをづくりをづくりをづくりを考考考考えるえるえるえる会会会会

参加者 ： 和田 （豊） 渡辺 （勝） 平井
榛澤 渡邊（利） 加藤 渡辺 （登）

お世話役 ： 山岸 和田（美）

 

  

【発表】 

  

  

【鎌田教授からのコメント】 

・支援員が補佐役に徹し、地域の方々が、立ち上がって話し合いをしていた。 

・くくりの言葉を参加者がまとめ上げていったところが、感動的によかった。 

・地域の課題は、深刻になりがちだか、よく話し合われていた。課題をどうしていくかを、絞ろうとし

ていたところがすばらしい。自分たちで、できることをどうしていくか。課題に取り組もうとしていた

姿勢がすばらしいと感じました。 

 

◆３班 

・悪いところを話し合うと聞いて、難しいと思ったが、切実な意見

がたくさん出てきた。 

・高齢者の身の回りの管理や、地域の情報、拠り所がない。 

・中心となるところ、商店や病院が少ないということも課題。 

・そんな中、住民の交通面が少しでも便利になるように、また、観

光面からも考えていきたい。 

・住民同士が、本音で話し合える、集まる場がない、広報紙など

の言葉が難しいが気軽に聞けるところがないことも課題。 

・川が便利なゴミ箱となっている、若者の働く場や、高齢者の生き

が対策としての働き場がないといった意見もあった。 
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 日 時：平成 22 年 8 月 10 日  午前 9 時 30 分から午後 0 時 20 分 

場 所：丸山公民館 大会議室 

参加者：18 名（別紙 参加者名簿のとおり） 

 

【模造紙の内容】 

「「「「自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの“ まちまちまちまち” をををを、、、、トンボトンボトンボトンボのののの目目目目でででで見見見見てみようてみようてみようてみよう！」！」！」！」

2010年9月2日(木曜日)
第1回『丸山地域を考える会』／19時00分～21時15分

参加者
・鈴木 正之 様 ・小林 秀樹 様
・芳賀 裕 様 ・亀田 利也 様
・安田 武司 様 ・渡辺 千里 様
・横山 武 様 ・山田 一洋 様

４４４４班班班班４４４４班班班班

●司会係：山田 様 ●時計係：渡辺 様 ●お世話役：《市担当》結縄、《地域づくり支援員》和田、東條

市道市道市道市道のののの街灯街灯街灯街灯がががが足足足足りなくりなくりなくりなく
夜間不安夜間不安夜間不安夜間不安
�市道の街灯が足りなく（丸山
～千倉（宇田））夜の散歩や運
動（マラソン）、子供の遅い帰り
には不安【M.S】

道路道路道路道路にににに竹竹竹竹やややや木木木木がががが出出出出ているているているている
�道路環境が悪い（竹や木が道に
出ている。）【山田】

老人老人老人老人のののの１１１１人暮人暮人暮人暮らしがらしがらしがらしが多多多多くくくく、、、、
買買買買いものなどいものなどいものなどいものなど不便不便不便不便をきたしをきたしをきたしをきたし
ているているているている
�老人の１人暮らしが多く、車を運
転できる人は良いが、買い物等に
も不便をきたしている家もある。
【M.S】

１１１１人人人人でもでもでもでも安心安心安心安心してしてしてして住住住住めるめるめるめる地域地域地域地域
�１人ぐらしの老人の対応【小林】
�一人暮らしの方が元気にしている
か気になる【渡辺】
�高齢化の進行【亀田】
�少子高齢化【小林】

ゴミゴミゴミゴミのののの出出出出しししし方方方方ややややポイポイポイポイすてなどすてなどすてなどすてなどマナーマナーマナーマナーがががが悪悪悪悪いいいい
�①生ゴミの中に水が入っている

②夜間に他地域の人が出しに来る【ヨコヤマ】
�市道が旧千倉町と結ばれ、かなり交通量も増え、それに
伴いゴミを捨てたりする人も多くなった。【M.S】
�ゴミのポイすて（道）【 安 】

おおおお祭祭祭祭りはりはりはりは大切大切大切大切
（（（（コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションのののの場場場場））））

地域地域地域地域のののの人達人達人達人達とととと都都都都
会会会会からからからから来来来来たたたた人人人人がとがとがとがと
けあうとけあうとけあうとけあうと、、、、とかできとかできとかできとかでき
ればいいればいいればいいればいい。。。。今今今今そうそうそうそう
いういういういうケースケースケースケースがあるがあるがあるがある

地域地域地域地域のののの人人人人とととと
都会都会都会都会のののの人人人人でもでもでもでも
親子親子親子親子のようにのようにのようにのように
つきあえるつきあえるつきあえるつきあえる

一一一一つのつのつのつの
解決方法解決方法解決方法解決方法

本庁本庁本庁本庁がががが遠遠遠遠いいいい
�本庁が遠い【山田】

おおおお年寄年寄年寄年寄りはりはりはりは支支支支
所所所所もももも遠遠遠遠いいいい

車車車車にににに乗乗乗乗れないとれないとれないとれないと
生活生活生活生活できないできないできないできない

耕作放棄地耕作放棄地耕作放棄地耕作放棄地のののの増加増加増加増加によるによるによるによる有害動有害動有害動有害動
物物物物のののの被害被害被害被害
�休耕田（景観）【 安 】
�いのししによる作物被害の増加【亀田】

いろいろないろいろないろいろないろいろな情報情報情報情報
がうまくがうまくがうまくがうまく伝達伝達伝達伝達ささささ
れないれないれないれない
�（市役所→組長等
情報がうまく伝達され
ない【渡辺】

役役役役をまわすのをまわすのをまわすのをまわすの
もももも大変大変大変大変

地域地域地域地域のつながりのつながりのつながりのつながり
がうすれているがうすれているがうすれているがうすれている
�地域のつながりがう
すれている【渡辺】 スポーツスポーツスポーツスポーツもいいねもいいねもいいねもいいね

町全体町全体町全体町全体でででで集集集集まることまることまることまること（（（（イベントイベントイベントイベント））））がががが
なくなったなくなったなくなったなくなった

大井大井大井大井のののの運動会運動会運動会運動会やややや地地地地
域域域域のまつりはのまつりはのまつりはのまつりは宝物宝物宝物宝物

地域地域地域地域のののの役役役役はははは定年制定年制定年制定年制。。。。
だからつながりがうだからつながりがうだからつながりがうだからつながりがう
すれてきたすれてきたすれてきたすれてきた

仕事仕事仕事仕事がいろいろながいろいろながいろいろながいろいろなパパパパ
ターンターンターンターンがありがありがありがあり、、、、自分自分自分自分
のののの事事事事でででで精一杯精一杯精一杯精一杯

おおおお祭祭祭祭りもりもりもりも人不足人不足人不足人不足でででで出出出出
せないせないせないせない（（（（イベントイベントイベントイベントないないないない
とつながりうすれるとつながりうすれるとつながりうすれるとつながりうすれる））））

車社会車社会車社会車社会でででで車車車車がないとがないとがないとがないと何何何何もももも
できなくなるできなくなるできなくなるできなくなる
�交通の便【 安 】
�車がないと何もできなくなる

買物、病院等【 】

独身者独身者独身者独身者がががが多多多多くくくく子供子供子供子供がががが少少少少ないないないない
�子供が少ない（結婚している家庭
が少ないので一人暮らしが多い
【 】

若者若者若者若者がががが農業農業農業農業とととと介護介護介護介護でででで生計生計生計生計
がががが出来出来出来出来ないないないない
�稲作の担い手不足【小林】
�若者が地元で働く職場が少ない。
福祉介護では施設も人も不足【 】

昔昔昔昔はははは地域地域地域地域にににに世話世話世話世話をするをするをするをする人人人人
がががが居居居居たたたた

 

【発表】 

私たちの班では、丸山地区の課題として、１２個のくくりが出ました。 

内容を確認すると、「車社会で車がないと何もできなくなる」「老人の１人暮らしが多く、買いもの

など不便をきたしている」「独身者が多く子供が少ない」「市道の街灯が足りなく夜間不安」「耕作

放棄地の増加による有害動物の被害」「道路に竹や木が出ている」「１人でも安心して住める地

域」「若者が農業と介護で生計が出来ない」「いろいろな情報がうまく伝達されない」「ゴミの出し

方やポイすてなどマナーが悪い」「本庁が遠い」「地域のつながりがうすれている」が上げられま

した。 

【鎌田教授からのコメント】 

・名司会で、意見が出やすい雰囲気を作って頂きました。 

・模造紙自体も素晴らしく出来ましたが、作り終わってから、皆さん達が話し終わっていた事が凄

いですよね。その話し合いの中に宝物がいっぱいあって、時間が許せば、その話し合いの内容

で、もう一度 KJ法をやって頂くと、素晴らしいものが出ると思います。 

・例えば、高齢者が居て、高齢者が多い。“高齢者が居るけど、高齢者が元気で居るかどうか心

配”というラベルがありますよね。そうしたら、高齢者が居るかどうか心配なのは、何も地域の方

だけじゃなくて、遠くに住んでいる息子や娘はもっと心配しているかもしれない。そういう娘や息

子をどうやって繋ぎ止めるか、というような時に、「高齢者の問題と違う、“情報”がうまく外へ住

んでいる人に伝わっていない」というふうにくくっていけば、次の展開がまた見えてくる。 

・以上のように、同じラベルの発想なんだけど、ちょっと違う仕組みを加えていくと、また新たな発

見がどんどん出てくると思います。 

◆４班 


